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ニートの現状について 
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１．ニートとは何か？ 
イギリスの NEET について 

1990年代末からイギリスで 16～18歳人口の９％にあたる 16.1万人が教育にも雇用にも職業訓練にも身を置いてい

ないことが明らかになる。彼らは NEET（Not in Education, Employment, or Training) と呼ばれるようになる。（原

(2005)より） 

1997 年にブレア政権が発足し、同年に社会的排除（social exclusion)防止局がスタートする。1999 年に同局が

Bridgeing the Gap と題するレポートを提出。NEET が定義される。 

 

◎ブレア政権 

福祉国家時代の福祉依存体質からの脱却。「ホームレスには金を恵まない」 

自立を促す。自助努力をする人には支援する。その代わりにいわゆる「福祉」は削減。 

アクセスの改善と動機付け 職業訓練  雇用の改善だけではなく教育の改善 

この視点からはニートは若者であるにもかかわらず福祉の対象になり、膨大な社会的コストが発生する 

さらに、社会的排除との関連も指摘されるようになる。 

NEET の何が問題か 

 

２．日本のニートについての議論 
日本のニート問題の独自性 

玄田・曲沼(2004)以降、広く社会的認知を得る。20 世紀後半の職業へのスムーズな移行が 21 世紀に入る前後から

崩壊し始め、フリーター問題が発生。 

小杉(2005)によればフリーター＝フリー・アルバイターは 1980 年代末にアルバイト情報誌が作った言葉であり、

「念頭に置いていたのは、何らかの目標を実現するため、あるいは組織に縛られない生き方を望んで、あえて正社員

ではなくアルバイトを選ぶ若者」だった。 

ところが、1990 年代の景気後退後に激増したのは「やむを得ず」型「モラトリアム型」等のタイプが増加。（小杉、

同書） さらにニートは求職活動を展開しない無業の若者を指す言葉となっている。 

求職活動を展開しない→公的支援の対象外 

 

３．日本のニートの諸類型 
ニートの多様性と類型 

 

４．ニート－何が問題か？ 
様々な視点からの問題提起と取り組み 
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